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後期始業式  
 

 

校長  伊藤  愛  

 

秋休みの間に、後期の生活の中で「これだけはがんばりたい！」という気持ちを固めてきましたか。 

学校全体でみると、３年生は、なんといっても進路の実現です。学年の先生からも話があったかと思い

ますが、受験は団体戦です。この後、苦しいことや大変なことがあるかもしれませんが、皆さんで一致団

結して、乗り切っていきましょう。団体戦で勝ち切るためには、学習環境づくりが重要です。 

２年生は、生徒会役員選挙や専門委員長選挙を終えて、これからは、学校の中心として活躍します。本

当の意味で、学校の主役となるためには、この後期に一人一人が力を蓄え、リーダーを中心に学年の集団

力をより高めることです。１月の自然教室も大きな成長のチャンスとなるでしょう。 

１年生は、半年後には先輩と呼ばれます。これまでも勉強や行事、部活動などに精一杯取り組んできま

した。この節目に前期を振り返ったと思いますが、自分が感じた課題や改善点を一つ一つ克服して、自信

をつけていきましょう。そしてお互いの良さを認め合い学年の結束力を強めていきましょう。 

それでは、後期の学校生活が皆さんにとって充実した日々になることを期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千葉市立こてはし台中学校  

千葉市花見川区こてはし台５－15－１ 

電話 043（259）1336 

令和５年度 第５号    

令和５年 10月27日発

 

１年Ｂ組  志賀 晴日  

皆さん、前期の学校生活はどうでしたか。限られた時間を有意義に過ごすことはできましたか。今

年も終わりまで 100 日を切っています。そのため、悔いなく今年をしめくくれるように改めて目標

を掲げ、その目標を達成できるよう日頃の生活態度や学習する姿勢を客観的に見直してみてくださ

い。きっと、そのような日々の自分の姿が明日へ、またそれが積み重なって将来に繋がると思います。

そのため、１学年の後期の目標は、長期の休みを隔てても学校生活の生活リズムを崩さないことです。

その理由は、生活リズムを崩すことで事故や問題に発展して、相手や自分が不快な気持ちになってし

まうからです。前期の１学年の良かったところは、相手から注意や指摘されたことはすぐに直すとい

う素直なところや自分たちで掲げた目標を達成しようと各々が努力を怠らないことです。しかし、夏

休み前に習慣になっていた２分前着席や相手の話をよく聞いて行動に移すことが、夏休み明けの学校

生活では意識できなくなってしまいました。そのため、後期の１学年の目標として秋休みや冬休みな

どの休みを隔てても、今までの生活リズムを崩さず、これまでできていたことを取り戻そうと各々が

努力をしていきたいです。皆さんも後期に向けて、前期の反省を生かせるような目標を掲げてみてく

ださい。 
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２年Ｂ組  冨岡 郁人  

いよいよ秋も深まって参りました。僕たちが２年生になって早くも半年が経ちました。皆さんは充

実した学校生活を送ることができましたか。 

２学年全体では、みんな明るく元気で日頃楽しそうに生活をしている様子が見られました。しかし、

その裏には良い面もあれば反省する面もありました。まず１つ目の良い面としては、学級委員以外の

人たちが自分から積極的に２分前着席の呼びかけをしてくれたことです。学級委員以外の人たちが２

分前着席の呼びかけをしてくれたことにより、立っている人の人数が減り、より早くみんなが座って

いる状態になりました。２つ目は学年行事などに力を入れていたことです。一人一人がみんなと協力

しようという思いを持ち、一致団結して取り組む姿が見られました。これらの２つの点が２学年全体

の良い面です。また、反省しなければいけない面の１つは、メリハリがないところです。昼休みや 10

分休憩の気分が抜けずに授業が始まってしまい、授業中の私語が多くなってしまうことがあります。

２つ目は、廊下での過ごし方が悪いことです。休み時間になるとすぐに廊下に出て、廊下に溜まって話

をしている人や廊下で走り回っている人たちの姿がよく見られます。廊下にいることによって、次の

授業準備が遅れてしまうという様子もありました。この２点を改善するためには、注意をする声掛け

と一人一人の意識向上が大切なので、これからの生活で心掛けていきたいことです。当たり前のこと

が当たり前にできる集団を目指して、改善していきたいと思います。また来年には、受験を控えていま

す。早く反省しなければならない面をを改善して、２学年の目標である「周りから応援される人間にな

ろう」という目標が達成できるよう、残りの半年で頑張っていきましょう。 

３年Ｂ組  横山 雅弥 

今日で前期が終わり、３年生はいよいよ受験に正面から向き合うこととなりました。３年生として、

夏休みが終わってからもたくさん勉強し、学校説明会や文化祭に行った人が多いと思います。そこで、

改めて、受験が現実味を帯び、勉強に焦りも生まれてきているかもしれません。もしストレスが溜ま

り、勉強に集中できないときは、好きな音楽を聴いたり、少しの間ゲームをしたりしてストレスを上

手にコントロールしましょう。適度な息抜きも大事です。また、受験勉強を進めると同時に志望校を

絞っていかなければならない時期になり、困ったり迷ったりしている人もいると思います。志望校を

決めるのは大変かもしれませんが、どこの高校に行きたいという具体的な目標を持つことで自然に学

習意欲も高まると思います。そのためにも情報入手が大事です。適切な情報入手は合格への第一歩で

す。受験をうまく乗り切るためには、いかに有益な情報をキャッチできるかも重要な要素となってき

ます。例えば、志望校の学校内容を把握したら、次に昨年度の受験状況を調べておくことなどです。

この情報収集を親に任せてしまうと、後でこれも分からない、あれも分からないと苦労してしまいま

す。ですから、しっかりと自分で調べましょう。３年生はこれから模擬テストなど、たくさんテスト

を受けると思います。判定も大事ですが、これに縛られすぎないように気を付けましょう。テストの

結果だけを見て、合格の可能性で一喜一憂するだけでは仕方ありません。どうすればＡ判定になるの

かなどを考えるのが重要です。３年生は勉強でつらいと思いますが、今頑張れば受験当日に自信とな

ります。体調面に気を配りながら頑張りましょう。 
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１年Ａ組  関根 裕也 

中学校生活にも慣れ、本日から後期が始まります。私は、後期学年協議員に立候補しました。その理
由は、ある日友人が「感覚は、経験から来ている。経験しなければ、感覚は生まれない。」と言ってい
たからです。した。その言葉にとても共感し、私は様々な経験を積み、自分を成長させたいと考えまし
た。皆さんは後期から新しい目標を立てたり、何か新たに始めようとしたりすることはありますか。自
分で限界を決めつけるのでなく、失敗を恐れずに色々な経験をする中で多くのことを学び、自分を成長
させると思います。私は中学校に入学して初めて学年の中心として取り組みます。その活動の中で私は
『支える副代表』になりたいです。私たちは、普段から人に支えられて生きています。私も周りの人に
支えられる頻度が多く、人に頼りすぎている面があります。だから、私はこれから自分の周りの人を支
えられる、頼られる人間になっていきたいです。そして、学年協議員のメンバーと連携を高め、学年全
体が良い学校生活を送ることができるようにしていきたいです。 

２年Ａ組  原田 幸咲 
私には後期に頑張りたいことがいくつかあります。まず学習面では、前回のテストで順位が下がっ

てしまい、点数も上がった教科と下がった教科の差がすごかったので、次のテストからは順位を落と
さない、または上げるということを目標にして、空いている時間や塾の自習室などを活用して、得意
な教科はもちろん、苦手な教科も均等に勉強していけるようにしていきたいです。生活面では、１つ
は規則正しい生活をすることです。なぜなら、休みの日は朝起きる時間が遅く、朝ご飯と昼ご飯を一
緒にしてしまうことがあるからです。そこで、朝は最低でも８時には起きるようにして、朝ご飯もち
ゃんと食べるようにすることを習慣にしていきたいです。２つ目は部活動です。これからは、部活動
や委員会活動などで２年生が中心となって活動する場面が増えてくると思います。そんな時に、３年
生がやっていたことを２年生がやったり、１年生が困っていた時に助けてあげたりすることが２年生
の役割になります。私は今年、部長という大きな役目を任せてもらいました。最初はもちろん不安だ

ったし、うまくできないことやわからないことだらけでしたが、先輩や部員のみんなが助けてくれて、
最初はできなくても、次にできれば良いのだということを教わりました。私はこれから周りをよく見
て、苦しい時こそ声をかけたり、部員をひっぱったりしていけるような部長になりたいです。 

３年Ａ組  飯村 慈苑 
皆さん、秋休みをどのように過ごしましたか。大半の人が、勉強や旅行、映画を見るなど色々な事

に時間を使えたと思います。そこで僕から２つ確認したいことがあります。１つ目は、その時間が有
意義な時間として過ごせたかどうかです。秋休みは５日間あり、何をするにしても十分な時間があり
ました。でも、その時間をただ、ぼーっと過ごしているだけでは何の意味もないと思いませんか。勉
強をするにも遊びに行くにも、何かを学び自分の糧にしなけらばいけないと思います。その点では、
僕は割と良い秋休みの使い方ができたと思います。３年生は受験を控えて、どうしても勉強に時間が

多くなったことでしょう。そこで、リフレッシュとして友だちとご飯を食べに行くなど、自分のペー
スで過ごせたのではないでしょうか。そして、２つ目は秋休みを通して何を得たかです。先程もお話
ししたように、何かを学ばなければ人生の意味がありません。例えば、数学で様々な公式を覚えた。
テニスでサーブを打てるようになったなど、何でも良いので自分の力にしないといけないと思います。
しかし、もう秋休みは終わってしまいました。そこで気持ちを切り替えて、これから先の日々を日進
月歩することが大切です。半年後には１年生や２年生は進級して、３年生は高校生になります。その
時に今より少し成長した姿を見せられるように頑張っていきましょう。 
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 ２年生を対象にいのちを守る教育（救命講習）を

行いました。赤石脳神経外科の赤石先生をはじめ、

花見川消防署や病院のスタッフの方など、現在も命

と向き合っている専門家の指導を直接受ける機会

となりました。 

 緊急時に適切な行動をとることや、医療や命を救

う職業に興味関心をもち自分の将来を考えること

など、多くのことを学びました。 

【倒れている人がいたら】 

１ 声をかける 

２ 助けを呼ぶ 

３ 心肺蘇生法（胸骨圧迫）をする 

４ ＡＥＤを使用する 

日頃より子供たちの見守りにご協力いただきあ

りがとうございます。交通安全に限らず、暗い夜道

や人通りの少ない場所での防犯についても保護者

の皆様や地域の皆様に見守りや声かけにご協力を

いただけると助かります。買い物帰りや犬の散歩等、

何かのついでやながら見守りで構いません。よろし

くお願いいたします。 

【完全下校時刻】 

～10/31 16：45 

11/ 1～冬休み 16：30 

冬休み 16：30 

冬休み明け～1/31 16：45 

 

 

 

１日（水）３年定期テスト 

最終下校時刻 16:30（～冬休み） 

２日（木）校内授業研究（１Ｂ） 

６日（月）専門委員会 

９日（木）職員会議 

     育成委員会理事会 

完全下校（ＮＯ自転車デー） 

１０日（金）合同委員会 

１２日（土）地域防災訓練 

１４日（火）市教研 

完全下校（ＮＯ自転車デー） 

１５日（水）３年進路面談（給食後下校） 

テスト前部活動停止 

（ＮＯ自転車デー） 

１６日（木）３年進路面談（給食後下校） 

テスト前部活動停止 

（ＮＯ自転車デー） 

１７日（金）３年進路面談（給食後下校） 

テスト前部活動停止 

（ＮＯ自転車デー） 

１８日（土）テスト前部活動停止 

 １９日（日）テスト前部活動停止 

２０日（月）３年進路面談（給食後下校） 

テスト前部活動停止 

（ＮＯ自転車デー） 

２１日（火）テスト前部活動停止 

（ＮＯ自転車デー） 

 ２２日（水）１・２年定期テスト 

 ２３日（木）勤労感謝の日 

 ２４日（金）２年特別支援学校交流会 

 ２９日（水）１年出前授業 

３０日（木）学年会（ＮＯ自転車デー） 

 

 

 


